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第11回 御前崎市大産業まつり

開
催
さ
れ
た
二
日
間
は
天
候
も
よ
く

特
に
二
十
一
日
の
土
曜
日
は
汗
ば
む
よ
う

な
陽
気
で
か
き
氷
も
販
売
さ
れ
る
程
で

し
た
。
当
日
は
市
内
外
、
百
を
超
え
る

会
社
や
団
体
が
出
展
し
、
学
生
た
ち
に

よ
る
演
奏
会
や
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
お
餅

ま
き
も
行
わ
れ
大
盛
況
。
当
社
も
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
を
主
に
建
築
工
事
の
Ｐ
Ｒ
を

実
施
し
ま
し
た
。

当
社
の
テ
ン
ト
に
寄
っ
て
頂
い
た
方
の

話
を
聞
く
と
こ
こ
数
年
の
災
害
、
特
に

地
震
に
対
す
る
防
災
意
識
が
高
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

お
客
様
の
声
「
日
本
各
地
で
毎
日
の

よ
う
に
地
震
が
発
生
し
、
静
岡
県
に
も

い
つ
大
地
震
が
く
る
の
か
不
安
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
防
災
意
識
は
高
く
て
も

薄
れ
が
ち
な
の
も
事
実
だ
。」
と
い
う
本

音
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回

の
出
展
内
容
も
防
災
に
繋
が
る
展
示
で

あ
り
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
方
も
た
く

さ
ん
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

後
は
実
際
に
施
工
さ
せ
て
頂
き
お
客
様

の
要
望
に
お
応
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。二

日
間
の
産
業
祭
に
関
し
て
関
係
各

位
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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十
月
三
十
一
日
、
十
一
月
一
日
の
一

泊
二
日
で
宮
城
県
の
岩
沼
市
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。
岩
沼
市
で
は
、
集
団
移
転

地
の
玉
浦
西
地
区

と
千
年
希
望
の
丘

を
主
に
視
察
し
て

き
ま
し
た
。

玉
浦
西
地
区

は
、
東
日
本
大
震

災
の
津
波
で
被
災
し
た
岩
沼
市
の
沿
岸

部
の
六
地
区
が
集
団
移
転
し
て
で
き
た

新
た
な
町
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
地
区

は
、
被
災
し
た
地
域
で
は
非
常
に
早
く

復
興
し
て
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
玉
浦
西
地
区
は
、

海
か
ら
約
三
キ
ロ
の
水
田
を
埋
め
立
て

て
作
ら
れ
約
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
町

で
、
震
災
の
八
か
月
後
に
は
集
団
移
転

を
決
定
し
平
成
二
十
四
年
八
月
に
は
、

造
成
工
事
が
始

ま
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。
こ
の
ス

ピ
ー
ド
感
は
、
市

の
判
断
と
決
断
、

ま
た
、
県
や
国
も

う
ま
く
連
携
で
き

た
こ
と
が
早
期
集
団
移
転
が
出
来
た
理

由
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
、
千
年
希
望
の
丘
を
見
て
き

ま
し
た
。
沿
岸
部
に
多
重
防
御
の
新
し

い
社
会
共
通
基
盤
と
し
て
津
波
の
力
を

減
衰
さ
せ
る
津
波
よ
け
、
ま
た
後
世
へ

津
波
被
害
の
大
き
さ
や
想
い
を
つ
な
ぐ

た
め
の
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
と
し
て
整

備
し
て
い
る
所
で
す
。
大
震
災
時
に
松

島
は
津
波
の
被
害
が
あ
ま
り
出
な
か
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
ま
わ
り

に
小
さ
な
島
が
多
く
あ
っ
た
の
が
津
波

を
減
衰
さ
せ
た
一
因
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
千
年
希
望

の
丘
を
作
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
視
察
し
て
改
め
て
地
震
と
津
波

の
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
観
光
で
広
瀬
川
上
流
に

あ
る
鳳
鳴
四
十
八
滝
、「
マ
ッ
サ
ン
」

で
知
ら
れ
て
い
る
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

の
宮
城
峡
蒸
留

所
と
伊
達
政
宗

の
騎
馬
像
で
有

名
な
青
葉
城
公

園
を
見
学
し
て

き
ま
し
た
。
一
泊
二
日
で
宮
城
県
へ
の

視
察
は
弾
丸
ツ
ア
ー
で
し
た
が
充
実
し

た
視
察
が
出
来
ま
し
た
。
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十
月
二
十
二
日
、
当
社
二
階
研
修
室

に
て
役
職
員
及
び
協
力
会
社
ら
約
五
十

名
が
参
加
し
、
安
全
衛
生
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
社

長
よ
り
、「
前

期
は
労
災
も
な

く
無
事
一
年
過

ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
安
全
に

対
す
る
意
識
を

高
く
持
ち
、
絶

対
に
事
故
は
起
こ
さ
な
い
と
い
う
信
念

を
持
っ
て
作
業
に
当
た
っ
て
欲
し
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
増
田

総
括
安
全
衛
生
責
任
者
よ
り
前
期
の
反

省
や
今
期
に
向
け
て
の
取
り
組
み
に
対

し
て
の
説
明
が
あ
り
、
今
期
も
無
事
故

で
過
ご
せ
る
よ
う
に
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

そ
の
後
、
従
業
員
と
協
力
会
社
か
ら

募
集
し
た
安
全
標
語
の
表
彰
を
行
い
、

参
加
者
全
員
で
「
安
全
で
行
こ
う
、
ヨ

シ
！
」
で
指
差
呼
称
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
菊
川
警
察
署
に

よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
警
備
課

の
篠
崎
係
長
よ
り
「
災
害
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
津
波

防
災
に
つ
い
て

の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
津

波
に
対
す
る
備

え
と
し
て
「
高

い
と
こ
ろ
に
逃

げ
る
」「
す
ぐ

逃
げ
る
」「
徒

歩
で
逃
げ
る
」「
避
難
す
る
場
所
を
決

め
て
お
く
」「
訓
練
に
参
加
す
る
」
こ

と
が
重
要
で
、
日
頃
か
ら
家
族
で
話
し

合
い
災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

次
に
生
活
安
全
課
の
榑
林
係
長
よ
り

「
防
犯
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
振
り
込

め
詐
欺
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
注
意
発
起
さ
れ

て
い
る
振
り
込
め
詐
欺
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
被
害
に
あ
わ
れ
て
い
る
方
が
多
く

い
ま
す
。
菊
川
警
察
署
管
内
で
も
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
家
族
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
自
分
は
騙
さ

れ
な
い
と
自
負
せ
ず
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
と
の
事
で
し
た
。

千年希望の丘

伊達政宗騎馬像

玉浦西地区

平
成
二
十
七
年
度

株
式
会
社 

増
田
組  

安
全
衛
生
大
会

袋
井
建
協
広
報
委
員
視
察
に
参
加
し
て

年度安全標語
「
経
験
と
慣
れ
が

生
み
だ
す
大
き
な
過
心

初
心
に
返
り　

安
全
確
認
」



十
一
月
四
日
に
中
電
不
動
産
㈱
安
全

衛
生
協
議
会
主
催
の
研
修
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
朝
快
晴
の
中
、
二
十
二
名
の
参
加

者
と
共
に
東
名
、
中
央
道
を
北
上
し
岐

阜
方
面
に
向
か
い
ま
し
た
。
最
初
に
紅

葉
の
き
れ
い
な
虎

渓
山
永
保
寺
に
立

ち
寄
り
参
加
者
全

員
に
よ
り
、
今
後

の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

次
に
研
修
の
目
的
で
あ
る
東
濃
地
科

学
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
、
施
設
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
当
施
設
は
、
原
子
力
発

電
で
使
い
終
え
た
燃
料
を
地
層
に
安
全

に
処
分
す
る
た
め
の
研
究
や
技
術
の
開

発
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。
地
下
三
百
ｍ

水
平
百
ｍ
の
地
点
で
研
究
内
容
の
説
明

や
実
験
状
況
の
見
学
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
今
後
も

研
修
会
の
参
加
に
よ

り
自
身
の
知
識
の
向

上
と
協
議
会
の
交
流

を
深
め
る
つ
も
り
で

す
。（
Ｕ
よ
り
）

（3）

今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
十
二
月
に

入
り
ま
し
た
。
師
走
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
年
末
年
始
、
そ
し
て
来
年
に
向
け

て
何
か
と
忙
し
い
こ
の
時
期
で
す
が
、

ソ
ー
ニ
ョ
Ｆ
Ｃ
の
サ
ッ
カ
ー
の
現
場
で

は
子
ど
も
達
の
成
長
が
目
に
見
え
て
く

る
楽
し
み
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

「
大
切
な
の
は
日
々
の
積
み
重
ね
」

四
月
の
年
度
始
め
か
ら
八
ヶ
月
が

経
っ
た
こ
の
時
期
。
ソ
ー
ニ
ョ
Ｆ
Ｃ
で

は
小
学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
・
中

学
生
チ
ー
ム
の
Ｊ
Ｙ
（
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー

ス
）
の
ど
ち
ら
で
も
子
ど
も
達
の
大
き

な
成
長
を
感
じ
ら
れ
る
時
期
だ
と
捉
え

て
い
ま
す
。

中
学
生
チ
ー
ム
の
Ｊ
Ｙ
で
は
四
月
に

入
団
し
た
一
年
生
の
選
手
達
の
成
長
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。
入
団
当
初
は
ボ
ー
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た

選
手
が
、
秋
の
公
式
戦
の
緊
迫
し
た
中

で
落
ち
着
い
て
ボ
ー
ル
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
な
が
ら
自
分
の
思
い
描
い
た
イ

メ
ー
ジ
を
プ
レ
ー
の
中
で
見
せ
て
く
れ

る
姿
。
毎
日
の
振
り
返
り
を
記
し
て
い

く
サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト
を
自
分
の
言
葉
で

し
っ
か
り
と
文
章
に
し
て
書
い
て
く
る

姿
。
私
達
指
導
者
と
の
会
話
の
中
で
も

し
っ
か
り
と
自
分
の
言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

姿
。
そ
ん
な
一
人
ひ
と
り
の
成
長
し
た

姿
が
ピ
ッ
チ
の
中
で
も
外
で
も
確
認
で

き
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
に
限
っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
す
ぐ
に
目
に
見
え

る
成
果
は
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
こ
と

が
多
い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
じ
っ

く
り
慌
て
ず
に
、
で
も
着
実
に
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
く
。
そ
れ
が
い
つ
の
日
か

目
に
見
え
る
大
き
な
成
果
と
な
っ
て
表

れ
て
く
る
。
だ
か
ら
こ
そ
何
気
な
い
一

日
一
日
の
練
習
、
子
ど
も
達
と
の
関
わ

り
合
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積

み
重
ね
が
本
当
に
大
切
な
の
だ
と
私
達

指
導
者
に
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

時
期
が
こ
の
時
期
で
す
。

年
末
に
は
中
学
一
年
生
が
千
葉
遠
征

に
て
ヴ
ィ
ヴ
ァ
イ
オ
船

橋
Ｓ
Ｃ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
、
中
学
二
年
生

は
ジ
ュ
ビ
ロ
カ
ッ
プ
と

い
う
大
会
に
そ
れ
ぞ
れ

出
場
し
ま
す
。
全
国
の

強
豪
チ
ー
ム
を
相
手
に
現
時
点
で
の
力

試
し
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も
達
も
私
達

指
導
者
も
来
年
以
降
へ
繋
が
る
刺
激
を

受
け
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
ソ
ー
ニ
ョ
Ｆ
Ｃ　

Ｊ

Ｙ
第
三
期
生
二
〇
一
六

年
度
新
中
学
一
年
生
募

集
中
！
】

ソ
ー
ニ
ョ
Ｆ
Ｃ
で

は
、
中
学
生
チ
ー
ム
で
あ
る
ジ
ュ
ニ
ア

ユ
ー
ス
（
Ｊ
Ｙ
）
の
第
三
期
生
と
し
て

活
動
す
る
来
年
度
新
中
学
一
年
生
の
選

手
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
Ｊ
Ｙ
始
動
三
年
目
を
迎

え
る
年
で
あ
り
、
中
学
一
年
生
か
ら
三

年
生
ま
で
の
三
学
年
が
揃
う
ク
ラ
ブ
に

と
っ
て
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
ソ
ー
ニ
ョ
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の
上
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://sonhofc.net
「
サ
ッ
カ
ー
が
も
っ
と
も
っ
と
う
ま
く

な
り
た
い
！
将
来
高
い
ス
テ
ー
ジ
で
プ

レ
ー
し
た
い
！
」

ソ
ー
ニ
ョ
Ｆ
Ｃ
は
そ
ん
な
大
志
を
抱

い
た
子
ど
も
達
の
挑
戦
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

“C
o

ragem
 q

u
e ter so

n
h

o
.”

（
夢
を
持
つ
勇
気
を
。）

久
道
翔
太

東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
研
修
に
て
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行
事
記
録
（
10
27

〜
11
26

）

10
29	

シ
ー
テ
ッ
ク
安
全
衛
生
協
議
会

11
4	

中
電
不
動
産
安
全
衛
生
協
議
会
浜
岡
地
区
会
「
研
修
会
」

	

昭
和
会
秋
季
研
修
会
・
東
京

11
12	

御
前
崎
市
産
業
ま
つ
り
催
事
に
お
け
る「
第
二
回
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」

11
13	

静
岡
県
年
金
委
員
大
会
年
金
委
員
研
修
会
・
静
岡

11
14	

小
さ
な
親
切
運
動
第
二
回
ク
リ
ー
ン
作
戦

11
17	

第
八
回
袋
井
建
設
業
協
会
広
報
委
員
会
・
袋
井

	

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
登
録
更
新
講
習
・
浜
松

	

静
岡
県
地
震
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
士
養
成
講
習
会
・
袋
井

	

御
前
崎
市
商
工
会
第
二
回
支
部
長
会

11
19	

中
電
不
動
産
合
同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

11
20	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
地
域
貢
献
活
動

	

菊
川
南
陵
高
等
学
校
新
規
応
援
企
業
会
発
足
会

	

年
末
調
整
説
明
会
・
菊
川

11
21
～
11
22	

第
十
一
回
御
前
崎
市
大
産
業
ま
つ
り

11
24	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合
設
立
十
周
年
記
念
祝
賀
会

	

内
外
情
勢
調
査
会
中
東
遠
支
部
懇
談
会
・
掛
川

11
25	

年
末
官
民
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

	

㈱
ち
ば
製
作
所
地
鎮
祭

	

御
前
崎
市
商
工
会
理
事
会

11
26	

安
管
事
業
主
研
修
会
及
び
秋
の
表
彰
式

	

東
遠
地
区
建
設
関
連
産
業
親
睦
コ
ン
ペ
・
菊
川

	

第
一
回
年
金
委
員
研
修
会
・
掛
川

行
事
予
定
（
11
27

〜
12
26

）

11
27	

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
更
新
審
査

11
28	

第
七
十
九
回
Ｃ
Ｈ
あ
す
な
ろ
会
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

12
2	

掛
川
法
人
会
県
法
連
会
長
票
伝
達
式
並
び
に
講
演
会
・
掛
川

十
一
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

小
さ
な
親
切
運
動
に
社
内
か
ら
四
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
静
岡
銀
行

か
ら
御
前
崎
市
役
所
交
差
点
ま
で
の
沿

道
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
池
新

田
中
央
線
も
開
通
し
道
路
は
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
が
、
タ

バ
コ
の
吸
い
殻
が
た

く
さ
ん
落
ち
て
い
ま

し
た
。
ポ
イ
捨
て
は

し
な
い
よ
う
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

今
年
も
、
組
合
事
業
に
て
浜
岡
北
小

学
校
で
地
域
貢
献
活
動
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
今
年
は
駐
車
場
の
ラ
イ
ン
引

き
と
ト
イ
レ
ブ
ー

ス
の
補
修
を
行
い

ま
し
た
。
校
長
先

生
、
教
頭
先
生
と

も
喜
ん
で
い
た
だ

け
た
よ
う
で
良

か
っ
た
で
す
。

御
前
崎
市
高
松
地
区
塩
原
新
田
地
内

の
国
道
一
五
〇
号
線
に
お
い
て
、
横
断

水
路
を
新
し
く
す
る
工
事
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
現
在
の
道
路
を
迂

回
さ
せ
工
事
を
施
工
し
ま
す
。
一
次
・

二
次
迂
回
路
を
南
北
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し

て
行
い
ま
す
の
で
、
道
路
切
替
中
の
通

行
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一
次
迂
回
路
…
十
一
月
二
十
日
よ
り

二
次
迂
回
路
…
一
月
上
旬
（
予
定
）

現
道
復
旧
…
二
月
中
旬
（
予
定
）

（
気
象
条
件
等
に
よ
っ
て
、
施
工
時

期
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

小
さ
な
親
切
運
動

工
事
に
伴
う

道
路
切
り
替
え
の
お
知
ら
せ

御
前
崎
市
建
設
業
組
合

12/20

地
域
貢
献
活
動

年
末
年
始

　

労
働
災
害
防
止
強
調
期
間

　（
十
二
月
一
日
～
一
月
十
五
日
）

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
無
事
故
の
歳
末　

明
る
い
正
月
」

12月安全努力目標
年度安全標語〈経験と慣れが生みだす大きな過心 

初 心 に 返 り 安 全 確 認 〉
建設業年末年始労働災害防止強調期間〈12/1～ 1/15〉
年末の交通安全県民運動〈12/15～ 12/31〉
作業安全

・クレーン使用時　作業床の安全確認 
・作業開始前、地山点検の確実な実施 
交通安全

・16 時よりライト・オン実践 
環境目標

・終業時間を合わせて一人残業をやめしょう


